

















パ （Bharatan Kumarappa） が編者となって編集した抜粋集です （My relilgion, Navajivan Pub-
lishing House 1955）。このような書物が編集・出版されたのは，ガンディーの著述スタイ
ルからくる独特な分かりにくさがあるためです。ガンディーは自らの主張を主に『ヤング・










































































































































































































































































































































































































































































































































































19教科教育研究 （宗教） おける「人物史」の展開の可能性 （I）
̶ ̶95
る者だけが永遠の命を与えられるということは，とても信じることができなかった。
神が子を持つことができるのなら，我々は皆神の子である。もしイエスが神のような
もの，あるいは神そのものであるならば，我々は皆神のようなもの，あるいは神その
ものであり得る。私の理性は，イエスは死ぬことによって，そして血を流すことによっ
て，世界中の罪を贖ったということを文字通りに信じることを許さなかった。譬えと
しては，その中にいくらかの真実があるかもしれなかった （1948，三六頁）。
　ガンディーにとって，十字架上のイエスの死は「模範」や「比喩」ではあっても，「神
秘的奇跡的」出来事ではありませんでした。また人間だけが霊魂を持ち，その他の生物は
それを持たないとする説も受け入れられませんでした。
　ガンディーは，もしもヒンドゥー教の真髄を知ろうとするなら，『イーシャ・ウパニシャッ
ド』の最初の一節を心に銘記せよ，と勧めています。そこにはこう記されています。「支
配者たる神は，この宇宙のすべてのものにあまねく存在している。それゆえ，捨離し，す
べてを神にささげよ。そして，汝の割り当てとして与えられたものを享受し，用いよ。決
して他の人の所有物を欲しがってはならない」（1937，二三九頁） と。ここに見られるのは，
神と被造世界の質的区別を語るヘブライズムの発想ではなく，その連続性を前提とするヘ
レニズムの発想です。ガンディーは，ヘブライズムの世界を知りつつ，自覚的にヘレニズ
ムの世界を選んで行ったのです。
